












内視鏡手術支援ロボット da Vinci（ダヴィンチ）導入

　日頃より当院の運営につきまして多くのご協力を
頂いており、深く感謝申し上げます。
　当院では、これまで11,000例を超える胸・腹腔鏡
下手術を行ってきましたが、2022年12月内視鏡手術
支援ロボットda Vinci（ダヴィンチ）が納入され、本年
2月に運用を開始する運びとなりましたのでご案内致
します。
　DPCデータ（2020）で、群馬県内で消化器癌治療数
1位、消化器癌手術数3位と消化器癌領域において、
当院は県内で重要な位置を占めております。
　当院は1997年胃癌および大腸癌の腹腔鏡下手術を
群馬県では他に先駆けて開始しましたが、最近では
膵、肝領域でも急速に施行数が増加しています。取
得が難しい日本内視鏡外科学会技術認定医も3名在籍
しており、更に2名の医師が本年の試験に申請してい
ます。
　ロボット支援手術とはいえ、器具を人間が操作す
ることは従来と変わりありません。安全確実に多く
の胸・腹腔鏡下手術を積み重ねてきた基幹施設とし
て、体に優しいダヴィンチ手術を安心・安全に多く
の患者さんに提供することは当院の使命の一つと考
えております。
　今後も情報提供に努めてまいりますので、ご理解
ご協力の程お願い申し上げます。

　ロボット支援内視鏡手術（ダヴィンチ）が済生会前橋
病院に導入されました。
　我々はこの20年余、患者さんの体に対する負担が
少ない腹腔鏡手術を積極的に行ってきました。腹腔
鏡による手術の利点は、開腹手術と比べてより早い
術後の回復および社会復帰、より短い入院期間、術
後の痛みが軽い、小さな傷になるので美容上の美し
さなどが挙げられます。一方、腹腔鏡手術は、奥行
き感の少ない二次元の画面、長く自由度が制限され
る鉗子、手振れ等複数の限界点を有し、開腹手術と
比べて技術的困難性が高く習熟に時間を要しました。
　ロボット支援内視鏡手術では、外科医の修練のみ
では容易に超える事の出来なかった壁を、技術の力
で乗り越えられる可能性が期待されています。すな
わち「自然な奥行き感が得られる三次元画像による
拡大像」を見ながら手術することが出来ます。また、
手振れ防止機能と術者の思った通り自由に曲がる多
関節鉗子で、腹腔内にて複雑で細やかな手術手技が
出来ます。このため、腹腔鏡下手術の限界点を克服
しより安全かつ体の負担が少ない手術を行なう事が
できます。直腸（骨盤という狭い場所にあります）
を例にあげれば、骨盤内神経障害（性機能障害、排
尿障害）、腹腔内膿瘍、縫合不全などの合併症のリ
スクを腹腔鏡下直腸切除よりも低くして、より安全

で正確な、体の負担が少ない治療とな
る可能性があります。
　ロボット支援内視鏡手術は全ての患
者さんに適応となるわけでは有りませ
んが、最新の技術を導入した事により、
個々の患者さんに適した治療法を多く
の選択肢の中から御提案させて頂く事
が出来る様になりました。多くの専門
医資格を取得したベテラン外科医が対
応させて頂きますので、安心して受診
して頂けたら幸いです。
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2022年12月23日手術支援ロボット『ダヴィンチ da Vinci Xi』が当院手術室に搬入されました。
2023年2月稼働に向けて現在準備を進めています。

da Vinci Xida Vinci Xi ダヴィンチ
手術支援ロボット

開梱の様子

搬入の様子

動作テスト（外科の医師が操作しています）


